
  
 

平成 19 年３月期  第１四半期財務・業績の概況（非連結） 
    平成 18 年８月１日   

会社名 ヴィンキュラム ジャパン株式会社 （JASDAQ・コード番号：３７８４） 

（ＵＲＬ http://www.vinculum-japan.co.jp/ ）      

問 合 せ 先      代表者役職・氏名 代表取締役社長 卜部 邦彦  

 責任者役職・氏名 取締役管理部長 吉田  裕 ＴＥＬ：（０６）６３４８ －８９５１

１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 
    ・影響額が僅少なものについて、一部簡便な手続きを採用しております。 

② 最近会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
 
２．平成 19 年３月期第１四半期財務・業績の概況（平成 18 年４月１日 ～ 平成 18 年６月 30 日） 

（1）経営成績の進捗状況 （百万円未満切捨）

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      
四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19 年３月期第１四半期 2,916 （－） 277 （－） 278 （－） 152 （－）

18年３月期第１四半期 － （－） － （－） － （－） － （－）

(参考)18 年３月期 12,605 929 873  582 

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後          
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円 銭 円 銭

19 年３月期第１四半期 4,829 65 －

18年３月期第１四半期  － －

(参考)18 年３月期 18,952 00 －

（注）１．当社は、平成 18 年３月期（第３四半期）より四半期財務諸表の作成を行っているため、前年
同四半期の実績及び増減率は記載しておりません。 

   ２．潜在株式調整後１株当り四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載し
ておりません。 

 

［経営成績の進捗状況に関する定性的情報等］ 

  当第１四半期におけるわが国経済は、国際情勢、原油価格及び為替相場の動向等の内外経済に与える

影響には留意する必要があるものの、依然として企業収益が好調に推移し、設備投資の増加、個人消費

の増加等国内民間需要に支えられ着実に回復をしてまいりました。 

  ＩＴ業界におきましても、民間企業の堅調な設備投資に牽引される形でソフトウエア投資が順調に推

移しております。 

 このような状況の中、当社は「独自性の競争」を追及しながら、継続的なパッケージソフトウエアの 

開発と改良、パッケージ間の連携強化による高付加価値化、差別化を図りより一層の事業力向上に注力 

してまいりました。これらの結果、第１四半期までの売上高合計は 29 億 16 百万円となり概ね堅調に推 

移いたしました。事業別の状況は以下のとおりであります。 

アウトソーシング事業の売上高は 16億 21 百万円となりました。主要顧客向け新規案件が受注にいた

らず、また、店舗の統合や新システムへの入れ替え等の影響により、システム管理・運用サービス、店

舗系ヘルプデスクサービス・ソフトウエア保守サービスは予想を下回る推移となりました。アウトソー

シング事業全体では、低調な推移となりました。 

ソリューション事業の売上高は５億 13 百万円となりました。前年度に引き続き、独自の高付加価値

なサービス提供に注力したことにより、人事システム分野が好調に推移いたしました。また、主要顧客

のソフトウエア投資の需要増加により、流通・サービス業向け基幹システム分野、クレジットカードシ

ステム分野は概ね堅調に推移いたしました。ソリューション事業全体では、堅調な推移となりました。 

－  － 
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プロダクト事業の売上高は１億 99 百万円となりました。流通サービス業向けＣＲＭパッケージ「Ｓ

ａｔｉｓｆａ」は大型案件の納品により好調な推移となりましたが、当社の主力製品であるオープンＰ

ＯＳパッケージ｢ＡＮＹ－ＣＵＢＥ｣は大型案件の第２四半期への納品時期シフト等の影響により厳し

い状況下での推移となりました。プロダクト事業全体では、低調な推移となりました。 

その他事業の売上高は５億 82 百万円となりました。ソリューション事業、アウトソーシング事業の

付帯サービス強化及び主要顧客の収益改善による設備投資の増加等により、システム機器販売が順調に

推移いたしました。その他事業全体では、概ね順調な推移となりました。 

 

  利益面について、品質・生産性向上の推進等により各事業の売上総利益率が順調に推移したことによ

り、売上総利益合計では概ね順調な推移となりました。 

これらの結果、営業利益は２億 77 百万円、経常利益は２億 78 百万円、第１四半期純利益は１億 52

百万円となりました。 

 

   

（2）財政状態の変動状況 （百万円未満切捨）

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円 銭

19 年３月期第１四半期 5,848 3,148 53.8 99,936 61

18 年３月期第１四半期 － － －  －

(参考)18 年３月期 6,436 3,130 48.6 98,437 13

（注）  当社は、平成 18 年３月期（第３四半期）より四半期財務諸表の作成を行っているため、前年
同四半期の実績は記載しておりません。 

 

【キャッシュ・フローの状況】 （百万円未満切捨）

 
営 業 活 動 に よ る         
キャッシュ・フロー

投 資 活 動 に よ る         
キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高         

 百万円 百万円 百万円 百万円

19 年３月期第１四半期 △68 △229 △128 1,454

18 年３月期第１四半期 － － － －

(参考)18 年３月期 820 △854 677 1,881

（注）  当社は、平成 18 年３月期（第３四半期）より四半期財務諸表の作成を行っているため、前年
同四半期の実績は記載しておりません。 

 

［財政状態の変動状況に関する定性的情報等］ 

 （資産・負債・資本の変動状況） 

  当第１四半期における資産総額は 58 億 48 百万円（前事業年度末比５億 87 百万円減）となりました。

その内訳は、流動資産 42 億 59 百万円（前事業年度末比６億 27 百万円減）、固定資産 15 億 88 百万円 

（前事業年度末比 40 百万円増）であります。流動資産の主な減少要因は、売上債権の回収等による売

掛金の減少（６億 37 百万円減）、前事業年度第４四半期に購入した固定資産の支払、配当金の支払及び

決算賞与の支払による現金及び預金の減少（４億 27 百万円減）等によるものであります。固定資産の

主な増加要因は、社内ベンチャー制度による新会社設立に伴う出資金（45 百万円増）等によるものであ

ります。 

当第１四半期の負債総額は、27 億円（前事業年度末比６億５百万円減）となりました。主な減少要因

は、仕入債務の支払による買掛金の減少（３億 81 百万円減）、前事業年度第４四半期に購入した固定資

産の支払及び決算賞与の支払による未払金の減少（２億 16 百万円減）等によるものであります。 

当第１四半期の純資産は、31 億 48 百万円（前事業年度末比 17 百万円増）となりました。主な要因は、

第１四半期純利益の計上（１億 52 百万円増）、配当金の支払（１億３百万円減）、役員賞与の支払（29

百万円減）によるものであります。   
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（キャッシュ・フローの状況） 

当第１四半期における現金及び現金同等物は、前事業年度末と比較して４億 27 百万円減少し、14 億

54 百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

 
  <営業キャッシュ・フロー> 

当第１四半期において営業活動の結果減少した資金は、68 百万円となりました。主な増加要因は、 
５億６百万円の売上債権の回収による増加、２億 78 百万円の税金等調整前四半期純利益の計上等 
であります。主な減少要因は、３億 78 百万円の仕入債務の支払による減少、２億 96 百万円の開発 
中案件増加による仕掛品の増加、２億 45 百万円の法人税等の支払等によるものであります。 
 
<投資キャッシュ・フロー> 
当第１四半期において投資活動の結果減少した資金は、２億 29 百万円となりました。主な減少要

因は、パッケージソフトウエア製品に係るソフトウエア開発等の無形固定資産の取得により１億 53
百万円を支出したこと、社内ベンチャー制度による新会社設立に伴う子会社出資金の払込により 45
百万円を支出したこと及びセキュリティ関連機器・設備、通信関連機器・設備等の有形固定資産取得
により 30 百万円支出したこと等によるものであります。 
 
<財務キャッシュ・フロー> 
当第１四半期において財務活動の結果減少した資金は、１億 28 百万円となりました。主な減少要

因は、配当金の支払のために１億３百万円支出したこと、借入金の返済のために 25 百万円支出した
ことによるものであります。 
 
 

○ 添付資料 

１．（要約）四半期貸借対照表 
２．（要約）四半期損益計算書 
３．（要約）四半期キャッシュ・フロー計算書 
４．受注及び販売の状況 
 

以  上 
 
 

[参  考] 
 
平成 19 年３月期の業績予想（平成 18 年４月１日 ～ 平成 19 年３月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円

中  間  期 6,800 511 311

通     期 14,000 1,000 600

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）    19,047 円 62 銭 

 

［業績予想に関する定性的情報等］ 

現時点で、平成18年５月９日に発表した平成19年３月期の業績予想に変更はありません。 

 

※ 業績予想の記載内容のうち、将来の見通し及び計画に基づく予想には、不確実な要素が含まれ、変

動する可能性を有しております。従って、実際の業績は現時点での当社の判断に対して異なる可能性

があります。 

－  － 
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[添付資料] 

１．（要約）四半期貸借対照表 

（単位：千円、％） 

 

当第１四半期 

（平成19年３月期 

 第１四半期末） 

前年同四半期 

（平成18年３月期 

 第１四半期末） 

増 減 
（参考） 

平成18年３月期

科目 金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 増減率 金 額 

（資産の部）   

Ⅰ 流動資産   

１．現金及び預金 1,454,902 －  － － －  1,881,962

２．受取手形 167,742 －  － － －  36,416

３．売掛金 1,627,922 －  － － －  2,265,272

４．たな卸資産 727,201 －  － － －  430,537

５．その他 307,007 －  － － －  298,557

６．貸倒引当金 △24,938 －  － － －  △24,938

流動資産合計 4,259,838 72.8 －  － － －  4,887,807

Ⅱ 固定資産   

１．有形固定資産 300,033 －  － － －  298,656

２．無形固定資産 971,742 －  － － －  976,839

３．投資その他の資産 316,775 －  － － －  272,963

固定資産合計 1,588,550 27.2 －  － － －  1,548,459

資産合計 5,848,389 100.0 －  － － －  6,436,267

（負債の部）   

Ⅰ 流動負債   

１．支払手形 2,835 －  － － －  －

２．買掛金  1,343,902 －  － － －  1,725,042

３．１年以内返済予定の長期借入金   75,000 －  － － －  100,000

４．未払金 248,361 －  － － －  478,549

５．賞与引当金 370,687 －  － － －  228,970

６．その他 531,486 －  － － －  609,913

流動負債合計 2,572,273 44.0 －  － － －  3,142,475

Ⅱ 固定負債   

１．役員退職慰労引当金 84,066 －  － － －  83,904

２．その他 44,045 －  － － －  79,267

固定負債合計 128,112 2.2 －  － － －  163,172

負債合計 2,700,386 46.2 －  － － －  3,305,648

－  － 
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当第１四半期 

（平成19年３月期 

 第１四半期末） 

前年同四半期 

（平成18年３月期 

 第１四半期末） 

増 減 
（参考） 

平成18年３月期

科目 金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 増減率 金 額 

（資本の部）   

Ⅰ 資本金 －   － －  － － －  542,125

Ⅱ 資本剰余金 －   － －  － － －  584,263

Ⅲ 利益剰余金 －   － －  － － －  1,999,190

Ⅳ その他有価証券評価差額金 －   － －  － － －  5,040

資本合計 －   － －  － － －  3,130,619

負債・資本合計 －   － －  － － －  6,436,267

（純資産の部）   

Ⅰ 株主資本  －  － － －  － 

１．資本金 542,125 －  － － －  － 

２．資本剰余金 584,263 －  － － －  － 

３．利益剰余金 2,017,525 －  － － －  － 

株主資本合計 3,143,913 －  － － －  － 

Ⅱ 評価・換算差額等  －  － － －  － 

１．その他有価証券評価差額金 4,089 －  － － －  － 

評価・換算差額等合計 4,089 －  － － －  － 

純資産合計 3,148,003 53.8 －  － － －  － 

負債・純資産合計 5,848,389 100.0 －  － － －  － 

 
 

－  － 
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２．（要約）四半期損益計算書 

（単位：千円、％） 
当第１四半期 

（自 平成18年４月１日 

至 平成18年６月30日）

前年同四半期 

（自 平成17年４月１日 

至 平成17年６月30日）

増 減 
（参考） 

平成18年３月期
科目 

金 額 百分比 金 額 百分比 金 額 増減率 金 額 

Ⅰ 売上高 2,916,767 100.0 －  － － －  12,605,671

Ⅱ 売上原価 2,212,899 75.9 －  － － －  10,226,286

売上総利益 703,868 24.1 －  － － －  2,379,384

Ⅲ 販売費及び一般 

管理費 
426,240 14.6 －  － － －  1,450,074

営業利益 277,627 9.5 －  － － －  929,309

Ⅳ 営業外収益 954 0.0 －  － － －  2,988

Ⅴ 営業外費用 448 0.0 －  － － －  59,281

経常利益 278,134 9.5 －  － － －  873,017

税金等調整前四半期 

（当期）純利益 
278,134 9.5 －  － － －  873,017

税金費用 126,000 4.3 －  － － －  290,703

四半期（当期）純利益 152,134 5.2 －  － － －  582,313

 
 
 
 

－  － 
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３．（要約）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円） 
当第１四半期 

（自 平成18年４月１日 

至 平成18年６月30日）

前年同四半期 

（自 平成17年４月１日 

至 平成17年６月30日） 

（参考） 

平成18年３月期 科目 

金額 金額 金額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期（当期）純利益 278,134 －  873,017

減価償却費 70,230 －  369,090

賞与引当金の増加額 141,717 －  25,010

退職未払金の減少額 △35,445 －  △36,994

役員退職慰労引当金の増加額 161 －  10,715

貸倒引当金の増加額 － －  3,130

受取利息及び受取配当金 △340 －  △210

支払利息 141 －  1,018

固定資産除却損 － －  35,831

売上債権の減少額 506,023 －  76,286

たな卸資産の増加額 △296,663 －  △123,465

その他流動資産の増加額 △7,518 －  △1,696

仕入債務の減少額 △378,304 －  △124,161

その他流動負債の増加（△減少）額 △71,797 －  8,292

その他固定負債の減少額 － －  △675

役員賞与の支払額 △29,850 －  △22,550

 小計 176,487 －  1,092,637

利息及び配当金の受取額 340 －  210

利息の支払額 △117 －  △894

法人税等の支払額 △245,093 －  △271,672

  営業活動によるキャッシュ・フロー △68,383 －  820,281

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 － －  △28,250

有形固定資産の取得による支出 △30,284 －  △76,745

無形固定資産の取得による支出 △153,724 －  △744,430

出資金の払込による支出 △45,000 －  －

その他投資等の取得による支出 △1,589 －  △7,260

その他投資等の回収による収入 872 －  2,369

投資活動によるキャッシュ・フロー △229,726 －  △854,316

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 － －  △40,000

長期借入金の返済による支出 △25,000 －  △100,000

株式の発行による収入 － －  880,740

配当金の支払額 △103,950 －  △63,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △128,950 －  677,740

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 － －  －

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額 △427,060 －  643,704

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 1,881,962 －  1,238,258

1,454,902 －  1,881,962Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末 

（期末）残高    
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４．受注及び販売の状況 

（1）受注状況 

  当第１四半期における事業別の受注状況は次のとおりであります。 

（単位：千円、％） 
当第１四半期 

（自 平成18年４月１日 

至 平成18年６月30日） 

前年同四半期 

（自 平成17年４月１日 

至 平成17年６月30日） 

（参考） 

平成18年３月期 
事業別 

受注高 
前年

同期比
受注残高 

前年

同期比
受注高 受注残高 受注高 受注残高

ソリューション事業 686,002 － 953,433 － － － 2,869,987 781,163

プロダクト事業 596,925 － 818,955 － － － 904,216 421,708

 その他事業 313,316 － 168,011 － － － 3,358,493 436,710

 合 計 1,596,244 － 1,940,399 － － － 7,132,697 1,639,582

（注）１．アウトソーシング事業につきましては、受注生産型の事業形態ではないため記載を省略しております。 

２．上記金額には消費税等は含まれておりません。 

３．当社は、平成 18 年３月期（第３四半期）より四半期財務諸表の作成を行っているため、前年同四半期の 

実績及び前年同期比は記載しておりません。 

 

（2）販売状況 

  当第１四半期における事業別の販売状況は次のとおりであります。 

（単位：千円、％） 
当第１四半期 

（自 平成18年４月１日 

 至  平成18年６月30日） 

前年同四半期 

（自 平成17年４月１日 

 至 平成17年６月30日）

（参考） 

平成18年３月期 
事業別 

売上高 構成比
前年 

同期比
売上高 構成比 売上高 構成比

アウトソーシング事業 1,621,340 55.6 － － － 5,597,429 44.4

ソリューション事業 513,733 17.6 － － － 3,040,951 24.1

プロダクト事業 199,678 6.8 － － － 807,064 6.4

 その他事業 582,015 20.0 － － － 3,160,224 25.1

 合 計 2,916,767 100.0 － － － 12,605,671 100.0

（注）１．上記金額には消費税等は含まれておりません。 

２．当社は､平成 18 年３月期（第３四半期）より四半期財務諸表の作成を行っているため、前年同四半 

期の実績及び前年同期比は記載しておりません。 
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